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 第一種化学物質である HBCD（CAS＃ 25637-99-4、他）に関する問い合わせが増えているので、

分かっている範囲内でのお知らせをします。 
 

1. HBCD のプラスチック等との組み合わせ 

次頁の表を参照して欲しいが、HBCDの分解温度は 210～230℃であり、例えば成型加工で、温

度帯がこの温度より上昇すると化合物としてのHBCDより、Br成分が分解する可能性が高い。そ

れゆえ、加工温度帯が 200℃以下のものとの組み合わせがベストマッチングとなる。表にあるよ

うに、発泡ポリスチレンや繊維（ポリエステル）が対象となり、加工温度の高い樹脂類に使用さ

れることは殆どない。それゆえ、電気・電子製品へ使用される可能性は殆どないと言える。 
 

2. HBCD の異性体 

HBCD は３つの異性体を持っている。α、β、γの三つである。経済産業省の既存化学物質の

安全性点検でも確認されている。また水には殆ど溶けない。 
α β γ  

異性体 下記の数値は参考値である 

計測値 例 

mg/kg/dry 

商用品の構成 （％） 8.5 7.9 83.9 - 

河川（底質） （％） 8 2 90 0.0052 

魚体（汽水） （％） 60 5 35 0.0755 

魚体（沖合） （％） 83 2 15 0.0238 

濃縮性 (BCF) 3390～16100 3350～8950 479～2030 

http://qsar.cerij.or.jp/SHEET/F2001_71.pdf など参照 

上表から分かるように、濃縮性（蓄積性）の高い、異性体（α）は、商用品中および難燃製品

工場の廃水を主因とする河川河口の底質での構成は、10％未満であるが、汽水での魚体中からは

60％、また食物連鎖によって濃縮された魚体中からは、83％といった割合になっている。他のβ

及びγ体も、底質及び底質周辺にいる生物を餌に付着して魚体内に取り込まれるが、一定の時間

経過後、対外に排泄される。 一見、βとγがαに変換したように見えるが、主としてαのみが魚

体等に蓄積されるのである。排出されたHBCDは土壌、底質において分解することも確認されて

いる。すなわち曝露されたHBCDは、一端魚体内に取り込まれるが、大半は、体外排出されるの

で、HBCD全てが、魚体内等に蓄積されるわけではないことを意味している。 
 

3. HBCD の毒性とその強さ 

厚生労働省のRAT２世代毒性テスト（190 日）に先立つ米国での 28 日反復投与試験の結果で

は、RAT雄で 350 mg/kg/日以上、雌で 125 mg/kg/日以上の群で「肝臓重量」の有意な高知が見

られたが、病理組織学的検査及び血液化学的検査結果に変化は見られなかった、とされている。

この結果、厚生労働省のテスト（OECD 416）では、「a」 1000 mg, 「b」 100 mg, 「c」 10 
mg/kg/日及び「d」 対象群には基礎資料のみ（0 mg/kg/日）の４群に分けたテストが実施し、そ

の結果、a, b)群では、肝臓や甲状腺の重量が増加 c, d）ではそうした傾向が見られなかったと

して、肝臓・甲状腺の重量増加を「エンドポイント」とし、NOAEL（無毒性量）＝10 mg/kg/day と
して発表された。詳しくは厚生労働省等の発表を待つ必要がある。     

参考： http://www.safe.nite.go.jp/management/risk/raguide-02.pdf  
 なお、このエンドポイント及びNOAELは、従来の第一種特定化学物質（製造・使用禁止）に

比較して、遥かに緩やかともいえる数値である。 紫外線吸収剤のNOEL（無影響量）＝ 0.1 

mg/kg/dayとの比較で見て欲しい。参考：http://www.mhlw.go.jp/houdou/2005/11/h1118-1.html  
 

政府や審議会での検討結果を待って、HBCD の化学物資としてのランクが決定される。難燃剤業

界及び HBCD ユ－ザ－業界は、これまと同様に、今後も曝露の削減に努める。 

http://qsar.cerij.or.jp/SHEET/F2001_71.pdf
http://www.safe.nite.go.jp/management/risk/raguide-02.pdf
http://www.mhlw.go.jp/houdou/2005/11/h1118-1.html
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